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選択科目   生産・物流マネージメント 

令和 6 年度 技術士第二次試験答案用紙 

 

 
 

  

技術部門  経営工学部門部門  

専門とする事項  電子部品の生産における品質マネージメント 

○解答欄の記入は、1 マスにつき 1 文字とすること。なお、英字・数字は 1 マスに 2 文字を目安とする。

（図表を用いて解答する場合も問題に特段の指示がある場合を除き同様とする。） 

受験番号 

問題番号  Ⅰ － 1  

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25 字 

← 解答する問題番号（１又は２）を点線の枠内に必ず記入すること。 

●受験番号、技術部門、選択科目、専門とする事項及び問題番号の

欄は必ず記入すること。 

( 1 ) 不 正 の ト ラ イ ア ン グ ル に つ い て の 原 因  

1 - 1 ) 不 正 を 行 う 機 会  

品 質 計 測 デ ー タ を シ ス テ ム に 手 入 力 す る 場 合 、 合 格 範

囲 が 判 っ て い て 取 得 デ ー タ が 不 適 合 の 場 合 、 再 検 査 が

容 易 で は な い 場 合 な ど 、 取 得 値 を 合 格 値 へ 容 易 に 改 ざ

ん し て し ま う 環 境 が あ る 場 合 が 当 た る 。  

1 - 2 ) 不 正 を 行 う 動 機  

出 荷 納 期 が 迫 っ て る と き や 、 不 良 が 多 発 し て い る 場 合

な ど 、 検 査 時 間 を 惜 し み 納 期 を 間 に 合 わ せ よ う と す る

こ と が 原 因 で あ る 。 客 と 取 り 決 め 通 り 検 査 す る 必 要 が

あ る が 、 経 験 上 、 技 術 的 に 問 題 が な い こ と が わ か っ て

い る 場 合 は 、 上 長 な ど も 納 期 を 優 先 し 約 束 し た 検 査 を

省 力 す る 場 合 が あ る 。  

1 - 3 ) 不 正 を 正 当 化 の 原 因  

前 任 者 か ら 引 き 継 い だ 場 合 、 不 正 と は 理 解 で き な い こ

と が 原 因 で あ る 。 新 入 社 員 の 場 合 は 、 不 正 に 気 が 付 か

な い 可 能 性 が 高 く 、 そ れ が 正 し い 方 法 だ と 認 識 し ま う

こ と で 不 正 に 気 が 付 か な い こ と が あ る 。 ま た 長 年 継 続

し て 引 き 継 い で い る 場 合 、 不 正 と は 言 い 出 せ な い 状 況

に な り や す い 。  

( 2 ) 重 要 な 課 題 と 解 決 策  

重 要 な 課 題 は 不 正 の 機 会 、 改 ざ ん で き る 環 境 を な く す

こ と を 挙 げ る 。  

2 - 1 デ ー タ の 自 動 入 力 化  

取 得 す る デ ー タ は 自 動 で シ ス テ ム へ 保 存 す る 。  



令和 年度 技術士第二次試験答案用紙 

 

 

○解答欄の記入は、1 マスにつき 1 文字とすること。なお、英字・数字は 1 マスに２文字を目安とする。（図表を用いて解答する場合を含む。） 

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25 字 

目 的 ： 不 正 、 改 ざ ん で き な く す る 。 測 定 機 に よ り 自 動

出 力 で き る 計 測 器 は シ ス テ ム に 直 接 保 存 で き る よ う に

改 ざ ん の 機 会 を な く す 。  

機 能 ； 測 定 器 か ら の 出 力 デ ー タ を 直 接 デ ー タ ベ ー ス へ

保 存 す る 。 修 正 な ど は 品 証 部 門 の 限 ら れ た 人 員 に 権 限

を 限 定 す る 。  

2 - 2 ) 品 証 部 員 に よ る デ ー タ 突 合  

出 荷 デ ー タ 測 定 は 、 元 デ ー タ と 出 荷 デ ー タ の 品 証 部 員

に よ る デ ー タ 突 合 を 行 う 。 ま た 製 造 部 門 は 出 荷 し た く

な る の で 、 検 査 員 の 資 格 認 定 な ど 、 品 証 部 の 認 証 を 受

け る な ど 牽 制 す る 仕 組 み を 取 る 。  

2 - 3 ) コ ン プ ラ イ ア ン ス 教 育  

不 正 の 社 内 外 の 事 例 に つ い て 原 因 と 対 策 に つ い て 公 開

し 、 品 質 コ ン プ ラ イ ア ン ス 教 育 を 行 う 。  

 

 

( 3 ) 波 及 効 果  

品 質 不 正 が 生 じ な く な る 。  

＜ 懸 念 事 項 ＞  

不 正 の 再 発 が 懸 念 さ れ る  

自 動 入 力 で は 誤 試 験 な ど 明 ら か な 場 合 の 修 正 に つ い て 、

品 証 部 門 の 承 認 で 修 正 で き る よ う に す る な ど 工 夫 す る 。

ま た 、 ダ ブ ル チ ェ ッ ク を 行 い 、 修 正 ロ グ を 記 録 す る な

ど 対 策 す る 。 ま た 、 修 正 が 異 常 に 実 施 さ れ て い な い か

ふ る ま い 検 出 の 手 法 を 導 入 し 不 正 検 知 を で き る よ う に
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○解答欄の記入は、1 マスにつき 1 文字とすること。なお、英字・数字は 1 マスに２文字を目安とする。（図表を用いて解答する場合を含む。） 

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25 字 

す る 。  

 

( 4 ) 業 務 遂 行 に 当 た り 必 要 な 要 件 ・ 留 意 事 項  

4 - 1 ) 倫 理  

＜ 要 件 ＞  

品 質 管 理 は 客 の 立 場 で 行 う 。 公 益 優 先 の 考 え が 要 件 で

あ る 。  

＜ 留 意 事 項 ＞ し か し 、 法 的 規 格 な ど は 客 要 求 が な い 場

合 で も 遵 守 す る こ と に 留 意 す る 。  

4 - 2 ) 持 続 可 能 性  

＜ 要 件 ＞  

含 有 化 学 物 質 な ど に 関 す る 取 り 決 め は 順 守 す る 。 こ れ

は 持 続 可 能 な 要 件 で あ る 。  

＜ 留 意 事 項 ＞  

し か し 、 客 の 要 求 が 無 く て も 、 化 審 法 や リ ー チ 規 則 な

ど 法 的 規 制 は 順 守 す る こ と に 留 意 す る 。 中 小 企 業 の サ

プ ラ イ ヤ ー に よ っ て は 分 析 で き な い 場 合 が あ る が 、 そ

の 場 合 は 分 析 を 自 社 で 行 う な ど 協 力 す る こ と で 持 続 可

能 な 社 会 へ つ な が る 。  

 

最 後 ま で 埋 め た  

 



選択科目

令和 年度 技術士第二次試験答案用紙

技術部門 部門受験番号

○解答欄の記入は、1 マスにつき 1 文字とすること。なお、英字・数字は 1 マスに 2 文字を目安とする。

（図表を用いて解答する場合を含む。）

← 解答する問題番号（１又は２）を点線の枠内に必ず記入すること。

専門とする事項●受験番号、技術部門、選択科目、専門とする事項及び問題番号の

欄は必ず記入すること。

問題番号 Ⅰ － １

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。 24字×25 字

( 1 ) 品 質 不 正 問 題 が 生 じ る 原 因 と 具 体 例

1 . 不 正 を 行 う 機 会

手 入 力 な ど 作 業 者 が 入 力 を 変 え ら れ る こ と が 原 因 。

具 体 例 ： 作 業 毎 に デ ー タ を 入 力 し な け れ ば な ら な い と

こ ろ を 手 間 な の で 後 で ま と め て 入 力 す る 。

2 . 不 正 を 行 う 動 機

納 期 な ど を 意 識 す る あ ま り 、 デ ー タ を ね つ 造 し て し

ま う こ と が 原 因 。 具 体 例 ： 期 末 な ど 納 期 を 優 先 し な け

れ ば な ら な い 際 に 、 誤 っ た デ ー タ が あ っ た と し て も 見

逃 し た り 、 デ ー タ を ね つ 造 し て し ま う 。

3 . 不 正 を 正 当 化 す る 考 え

会 社 の 風 土 や 慣 例 な ど が 原 因 。 具 体 例 ： 不 正 を 見 つ

け る と 上 司 か ら 責 め ら れ 、 自 分 の 仕 事 が 増 え て し ま う

な ど の 会 社 の 風 土 が あ る 。

( 2 ) 最 も 重 要 と 考 え ら れ る 原 因 と 解 決 策

最 も 重 要 と 考 え る 原 因 ： 1 . 不 正 を 行 う 機 会

理 由 ： 不 正 を 行 う 機 会 が な け れ ば 、 不 正 を 生 じ る こ

と は な い た め 。 解 決 策 を 以 下 に 示 す 。

1 . 自 動 入 力 （ S C A D A 導 入 ）

設 備 の ア ウ ト プ ッ ト や 検 査 デ ー タ を 自 動 で 収 集 す る 。

S C A D A の 目 的 ： 生 デ ー タ と 上 位 シ ス テ ム を つ な げ る 。

機 能 ： サ ン プ リ ン グ レ ー ト を 下 げ 、 デ ー タ の 粒 度 を 下

げ て M E S で 管 理 し や す く す る 。

2 . 管 理 図 、 工 程 能 力 指 数 に よ る 管 理

通 常 、 管 理 図 は 異 常 値 を 感 知 し た 際 に ア ラ ー ト を 発
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○解答欄の記入は、1 マスにつき 1 文字とすること。なお、英字・数字は 1 マスに２文字を目安とする。（図表を用いて解答する場合を含む。）

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。 24字×25 字

報 す る が 、 連 続 で 同 じ 数 値 が 続 い た 場 合 な ど に も ア ラ

ー ト が 発 報 す る よ う に す る 。 ま た 工 程 指 数 C p k = 1 . 6 7

を 超 え て い る 場 合 は 、 不 正 な 処 理 が さ れ て い る 可 能 性

を 疑 う 。

3 . コ ン プ ラ イ ア ン ス 教 育

ど れ だ け シ ス テ ム で 管 理 し た と こ ろ で 、 不 正 を 行 お

う と 思 え ば 、 実 施 で き て し ま う 。 そ の た め 、 品 質 不 正

に よ り 社 会 に 与 え る 影 響 な ど に つ い て 教 育 を 行 う 。

( 3 ) 波 及 効 果 と 懸 念 事 項

1 . 波 及 効 果

自 動 入 力 を 導 入 す る こ と で 省 人 化 に つ な が る 。 ま た

グ ロ ー バ ル 人 材 な ど 多 様 な 人 材 の 活 用 に つ な が る 。

2 . 懸 念 事 項

シ ス テ ム ト ラ ブ ル が 発 生 し 、 生 産 が 止 ま っ て し ま う

可 能 性 が あ る 。

対 応 策 ： コ ン テ ィ ン ジ ェ ン シ ー プ ラ ン の 策 定

定 期 的 な リ ス ク ア セ ス メ ン ト 活 動 を 通 じ て 、 シ ス テ

ム ト ラ ブ ル 発 生 時 の 対 応 に つ い て 、 関 係 者 と 相 談 し て

お く 。

( 4 ) 技 術 者 倫 理 ・ 社 会 の 持 続 可 能 性 の 要 件 ・ 留 意 点

1 . 技 術 者 倫 理

社 員 の 精 神 安 全 の 確 保 。 疑 い の 目 を 向 け る と 精 神 的

な 負 担 が 大 き く な る 。 問 題 に つ い て は 、 会 社 全 体 で 取
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○解答欄の記入は、1 マスにつき 1 文字とすること。なお、英字・数字は 1 マスに２文字を目安とする。（図表を用いて解答する場合を含む。）

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。 24字×25 字

り 組 む と い う 風 土 の 形 成 を 行 う こ と に 留 意 す る 。

2 . 社 会 の 持 続 可 能 性

シ ス テ ム を 導 入 す る 際 は 省 エ ネ ル ギ ー 、 C O 2 排 出 量

を 抑 え る こ と が 要 件 。 設 備 ・ シ ス テ ム を 選 定 す る 際 は

全 体 で 省 エ ネ ル ギ ー 、 C O 2 排 出 抑 制 に つ な が る か を 留

意 す る 。 S D G s 1 3 「 気 候 変 動 に 具 体 的 な 対 策 を 」 に 取 り

組 む 。

以 上



選択科目 

      -

＊  

＊  ＊  

 

 

技術士第二次試験 解答事例 

 

○受験番号，問題番号，答案使用枚数，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

受験番号 

問題番号 R6 試験 Ⅰ-1 品質不正問題 

技術部門 

専門とする事項  答案使用枚数 

 

 

答案使用枚数 

生産・物流マネジメント 

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                     24 字×25 字 

１ 枚目   ３ 枚中 

科目 

経営工学 部門 

品 質 不 正 を 生 じ さ せ な い た め の 生 産 工 程 の 構 築  

1 . 品 質 不 正 発 生 の 具 体 例 と そ の 説 明  

( 1 )  機 会 の 具 体 例 と 説 明  

 検 査 デ ー タ の 記 録 や 検 査 表 作 成 に 際 し 、 周 り に 人 が

い な い 等 改 ざ ん 可 能 な 機 会 が 原 因 と な る 場 合 が あ る 。

例 え ば 、 弊 社 の 例 で い う と 、 工 場 外 へ の 排 水 温 度 を 日

々 記 録 す る 必 要 が あ る が 、 １ 人 で の 温 度 確 認 ・ 記 録 の

た め ば れ な い か と 思 い 改 ざ ん し た 例 が あ る 。  

( 2 )  動 機 の 具 体 例 と 説 明  

 品 質 不 正 で は 、 顧 客 か ら の 厳 し い 品 質 や 納 期 要 求 に

応 え ら れ な い こ と が 動 機 に な る 場 合 が あ る 。 例 え ば 、

自 動 車 の エ ア バ ッ グ 試 験 で は 、 自 動 起 動 装 置 の 開 発 が

間 に 合 わ な い こ と か ら 、 タ イ マ ー で 起 動 さ せ た 事 例 が

あ る 。  

( 3 )  正 当 性 の 具 体 例 と 説 明  

 倫 理 観 が 弱 い と 、 不 正 を 正 当 化 し 罪 悪 感 が な く な る

こ と が あ る 。 こ れ が 不 正 の 原 因 と な る 場 合 が あ る 。 例

え ば 、 自 動 車 の エ ン ジ ン の 振 動 を 吸 収 す る 防 振 ゴ ム 試

験 で 、 要 求 値 外 で あ る も の を 、 自 社 内 で 決 め て い る 別

の 特 性 値 で は 合 格 レ ベ ル で あ っ た た め 、 こ れ で 問 題 な

い と 正 当 化 し 出 荷 し た 事 例 が あ る 。  

2 . 最 も 重 要 と 考 え ら れ る 原 因 と そ の 解 決 策  

 不 正 の 入 り 口 で あ る デ ー タ 改 ざ ん の 機 会 を 無 く す こ

と が 、 リ ソ ー ス 面 ・ 技 術 面 か ら 実 現 性 が 高 い こ と か ら 、

1 - ( 1 )  を 最 重 要 原 因 と す る 。  



選択科目 

      -

＊  

＊  ＊  

 

 

技術士第二次試験 解答事例 

 

○受験番号，問題番号，答案使用枚数，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

受験番号 

問題番号 R6 試験 Ⅰ-1 品質不正問題 

技術部門 

専門とする事項  答案使用枚数 

 

 

答案使用枚数 

生産・物流マネジメント 

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                     24 字×25 字 

２ 枚目   ３ 枚中 

科目 

経営工学 部門 

( 1 )  製 造 デ ー タ 等 の 記 録 ・ 保 管 管 理 方 法 見 直 し  

 製 造 や 検 査 現 場 で は 、 デ ー タ 入 力 や 検 査 表 作 成 が 人

手 の 場 合 が 多 く 、 そ の 管 理 は 個 人 に 依 存 し て い る 。 従

っ て 、 I o T  技 術 等 に て そ れ ら 作 業 を 自 動 化 す る こ と で 、

改 ざ ん の 機 会 を 排 除 す る 。 例 え ば 、 I o T ･ A I の 適 用 し て 、

自 動 検 査 や デ ー タ の 自 動 転 送 を す る こ と で 人 手 の 関 与

を 排 除 す る 。 自 動 化 困 難 な 工 程 で は 、 検 査 記 録 を 電 子

化 し 、 保 管 ・ 管 理 方 法 を 自 動 化 す る 。  

( 2 )  デ ー タ の 可 視 化 に よ る 牽 制 機 能 強 化  

実 際 の デ ー タ が 誰 で も 見 え 、 問 題 に 気 付 き 易 く す る

こ と で 、 改 ざ ん へ の 牽 制 機 能 を 強 化 す る 。 例 え ば 、

I o T  を 活 用 し 、 自 動 収 集 し た 製 造 や 検 査 デ ー タ を モ ニ

タ ー に 映 す 又 は 共 通 ホ ル ダ ー で 共 有 す る 。 但 し 、 見 え

る だ け で は 機 能 し な い 可 能 性 が あ る 。 ア ク シ ョ ン に 繋

が る P D C A の 仕 組 み 作 り も 同 時 に 行 う こ と が 重 要 で あ

る 。 な お 、 可 視 化 の 際 、 共 有 対 象 者 の 限 定 や 共 有 方 法

を 工 夫 し 、 機 密 情 報 漏 洩 に 留 意 す る 。  

( 3 )  検 査 ・ 品 質 管 理 体 制 の 強 化  

 １ 人 の 作 業 環 境 の 場 合 、 全 て の 判 断 ・ 行 動 が 個 人 に

委 ね ら れ る た め 、 不 正 の リ ス ク が 高 く な る 。 従 っ て 、

検 査 結 果 の ダ ブ ル チ ェ ッ ク や 品 質 の 定 期 モ ニ タ リ ン グ 、

外 部 専 門 家 に よ る 監 査 等 の 体 制 を 整 え る 。 更 に 、 I o T  

を 活 用 し 、 逐 次 検 査 デ ー タ を ヒ ス ト グ ラ ム や 工 程 能 力

指 数 に 表 し 、 工 程 の 異 常 監 視 体 制 を 整 備 す る 。  

3 . 解 決 策 に よ る 波 及 効 果 と 懸 念 事 項  



選択科目 

      -

＊  

＊  ＊  

 

 

技術士第二次試験 解答事例 

 

○受験番号，問題番号，答案使用枚数，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

受験番号 

問題番号 R6 試験 Ⅰ-1 品質不正問題 

技術部門 

専門とする事項  答案使用枚数 

 

 

答案使用枚数 

生産・物流マネジメント 

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                     24 字×25 字 

３ 枚目   ３ 枚中 

科目 

経営工学 部門 

( 1 )  波 及 効 果  

 解 決 策 で は 、 検 査 デ ー タ の 自 動 収 集 や 管 理 グ ラ フ に

よ る 逐 次 管 理 、 デ ー タ の 再 チ ェ ッ ク が 行 わ れ る 。 結 果 ､

不 適 合 品 の 摘 出 感 度 が 向 上 し 、 品 質 レ ベ ル 向 上 、 不 良

品 流 出 削 減 の 波 及 効 果 が 期 待 で き る 。  

( 2 )  懸 念 事 項 と そ の 対 策  

① 懸 念 事 項 ： シ ス テ ム ダ ウ ン  

解 決 策 で は 、 自 然 災 害 や ハ ー ド ウ エ ア 障 害 等 の 要 因

に よ る シ ス テ ム ダ ウ ン が 想 定 さ れ る 。  

② そ の 対 策  

無 停 電 電 源 装 置 や ハ ー ド ウ エ ア の 多 重 化 、 デ ー タ セ

ン タ ー の 遠 隔 地 へ の 複 数 配 置 に よ る バ ッ ク ア ッ プ 体 制

の 構 築 等 の ハ ー ド 対 策 を 行 う 。 ま た 、 サ ー バ ー 運 用 監

視 シ ス テ ム 等 の 状 態 監 視 体 制 を B C P  に 織 り 込 ん で お く 。  

4 . 技 術 者 倫 理 ・ 社 会 の 持 続 可 能 性 の 要 件 と 留 意 点  

( 1 )  技 術 者 倫 理 の 要 件 と 留 意 点  

 提 案 し た 検 査 デ ー タ の 自 動 収 集 等 の 改 善 は 、 自 社 製

品 の 品 質 向 上 、 不 良 品 の 社 外 流 出 防 止 に 貢 献 す る 。 従

っ て 、 公 衆 の 安 全 、 健 康 に 沿 う 活 動 と 言 え る 。 留 意 点

： 安 全 へ の 配 慮 は 必 要 だ が 、 コ ス ト 低 減 に も 留 意 す る 。  

( 2 )  社 会 の 持 続 可 能 性 の 要 件 と 留 意 点  

 提 案 の 不 正 防 止 に よ り 、 社 会 が 要 求 す る 品 質 の 製 品

を 安 定 的 に 供 給 す る こ と が 可 能 に な る 。 よ っ て 、 社 会

の 持 続 可 能 性 の 必 要 要 件 と 言 え る 。 留 意 点 ： 製 品 設 計

時 に リ ス ク ア セ ス メ ン ト を 行 う こ と に も 留 意 す る 。  





 

＜共通問題Ⅰー２＞ 
CSR 活動に対する課題と対策について 
メーカーとしての CSR の担当責任者として以下の通り論述する。 
（１）CSR 活動の課題 
１）企業としての収益の観点 
 CSR 活動はコストが⼤きくかかるものの、収益に繋がりにくくい。様々な活動を利益として還元するような仕組み
を作っていくことが、課題として挙げられる。 
 
２）生産性の観点 
 地域密着、環境配慮のためには、少量製造となることがあり、生産性は悪化してしまう。⼤量生産を前提とした
設備を使用する場合、この生産性の向上が課題となる。 
 
３）顧客満⾜度の観点 
 CSR 活動⾃体が顧客の利益に繋がりにくい活動も含まれる。また、他の観点のようにコストが上がってしまう場
合、その⼤きさによっては売価そのものの上昇にもつながりかねない。そのため、顧客の満⾜度の向上が⼀つの課
題となる。 
    
 
（２）最も重要な課題とその課題への解決策 
 最も重要な課題は CSR 活動に合わせた収益性の向上であり、これによって製品原価が抑えられれば、顧客満
⾜度などへも良い影響を与えることができる。収益性の向上に対する対応策を以下の通りに述べる。 
 
１）CSV の考え方の導入 
 Creating Shared Value の考え方を導入する。顧客や社会と共生するための施策として、双方の価値につ
ながる考え方を社内に浸透させる、企業としての責任が、単なる慈善活動にならないようにすると共に、企業の本
来の目的である収益にもつなげるような意識づけを⾏う。 
２）収益性の高い商品の導入 
 例えば、環境を配慮しつつ、それを収益につなげるような施策を進める。包装資材の簡素化は、資材量の削減
と合わせてコストも上げることができるため、省資源と収益性の向上の両⾯で良い効果が得られる、 
３）企業を超えた活動に繋げる 
 特に社会課題の解決は、⼀企業のみで取り組んだとしても限界がある。業界としての取り組みに発展させて、規
模を⼤きくすることが全体的な収益を押し上げ、CSV が実現しやすい構造を作っていくべきである。 
 
（３）波及効果と懸念事項 
１）波及効果 
 述べた対策により、CSR 活動を単なる⼀企業の取り組みにさせず、その活動が企業利益に結びつき、さらに発
展させて近江商⼈の三方良し（売り⼿よし、買い⼿よし、世間よし）を体現することができる。 
 
２）懸念事項 
 取り組みを進めるにあたり、⼀時的にコストが増⼤する恐れがある。（︖︖記憶なし） 



 

 
（４）技術者倫理と社会持続性の観点での要件・留意点 
１）技術者倫理 
 この取り組みは、公共に資するものであり、公共の福祉、健康、安全に対する問題は発生しない。 
２）社会持続性 
 活動そのものが社会持続性に直結するものであり、社会持続性にも問題は生じない。 
 

以上 
 
 



選択科目 
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○受験番号，問題番号，答案使用枚数，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。

問題番号 Ⅰ―２ 

技術部門 

答案使用枚数 

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                     24 字×25字

サ ー ビ ス マ ネ ジ メ ン ト  

１ 枚目   ３ 枚中 

科目

経 営 工 学 部門

専門とする事項 化 学 プ ラ ン ト 建 設 の プ ロ ジ ェ ク ト

マ ネ ジ メ ン ト

 受験番号 

化 学 製 造 業 の C S R 活 動  

( 1 ) C S R 活 動 に お け る 課 題  

1 ) 弊 社 の 状 況  

 弊 社 は プ ラ ス チ ッ ク 材 料 を 製 造 す る 化 学 会 社 で あ る 。

工 場 運 営 に お い て 地 域 貢 献 、 環 境 の 配 慮 は 大 き な 課 題

と な っ て い る 。 以 下 に 課 題 を 示 す 。  

2 ) 環 境 に 配 慮 し た 設 備 導 入  (  モ ノ の 観 点 )  

 弊 社 は 、 旧 い 設 備 も 多 く 、 省 エ ネ や 環 境 配 慮 は 最 低

限 し て い る 状 態 で あ る 。 C O 2  削 減 や 省 エ ネ な ど 、 環 境

配 慮 を 配 慮 設 備 導 入 が 課 題 と な る 。  

3 ) 人 材 の 確 保 (  ヒ ト の 観 点 )  

  少 子 高 齢 化 が 進 み 、 労 働 人 口 が 減 少 し て い る 。 多 様

性 が 重 視 さ れ る 中 、 働 き 方 を 工 夫 し 、 弊 社 に 興 味 を 持

っ て も ら え る 人 材 確 保 が 課 題 と な る 。  

4 ) 投 資 対 効 果 (  カ ネ の 観 点 )  

  地 域 貢 献 、 環 境 配 慮 、 職 場 の 健 全 化 を 行 う た め に は

費 用 が 発 生 す る 。 こ れ ら を 実 施 し た 場 合 、 社 会 に 対 す

る 貢 献 度 に 対 す る 投 資 対 効 果 が あ る か が 課 題 と な る 。  

( 2 )  環 境 に 配 慮 し た 設 備 導 入 に 対 す る 解 決 策  

1 ) 最 重 要 課 題 と 考 え た 理 由  

 化 学 製 造 業 と し て 環 境 に 対 す る 責 任 は 大 き い 。 E S G  

経 営 を 意 識 し 、 環 境 対 策 を 実 施 と す れ ば 、 そ こ に 共 感

す る 人 材 が 集 ま り 、 社 会 か ら も 評 価 さ れ る こ と に な る 。

よ っ て 、 環 境 に 関 す る 設 備 導 入 を 最 重 要 課 題 と し た 。  

2 ) 電 力 消 費 量 削 減  



選択科目 
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○受験番号，問題番号，答案使用枚数，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。

問題番号 Ⅰ―２ 

技術部門 

答案使用枚数 

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                     24 字×25字

サ ー ビ ス マ ネ ジ メ ン ト  

２ 枚目   ３ 枚中 

科目

経 営 工 学 部門

専門とする事項 化 学 プ ラ ン ト 建 設 の プ ロ ジ ェ ク ト

マ ネ ジ メ ン ト

 受験番号 

 弊 社 工 場 は 旧 い 設 備 が 多 く 、 大 規 模 改 造 は 難 し い 。

そ こ で 、 設 備 の パ ト ラ ン プ に 光 セ ン サ を 取 り 付 け 、 そ

れ を パ ル ス 信 号 で 受 信 し 、 稼 働 状 況 を 見 え る 化 す る 。

こ れ に よ り 、 無 駄 な 稼 働 や 効 率 の 悪 い 設 備 が 明 確 と な

り 、 設 備 停 止 を 行 う こ と で 、 電 力 消 費 削 減 に 繋 が る 。  

3 ) C O 2  削 減  

 大 成 建 設 を は じ め と す る ゼ ネ コ ン で 開 発 さ れ た コ ン

ク リ ー ト へ の C O 2 封 じ 込 め 技 術 を 活 用 す る 。 工 場 か ら

発 生 す る C O 2  を カ ル シ ウ ム と 反 応 さ せ る こ と で 、 炭 酸

カ ル シ ウ ム が 生 成 で き る 。 炭 酸 カ ル シ ウ ム を セ メ ン ト

の 代 替 材 料 と し て 利 用 し 、 コ ン ク リ ー ト と す る こ と で 、

C O 2  の 封 じ 込 め が 行 え 、 C O 2  削 減 に 貢 献 で き る 。  

4 ) 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー の 利 用  

 太 陽 光 発 電 や 水 電 解 に よ る グ リ ー ン 水 素 を 利 用 し た

電 力 や エ ネ ル ギ ー 源 に 切 り 替 え 、 エ ネ ル ギ ー の 地 産 地

消 を 目 指 す 。 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー ゆ え に 発 生 す る 電 力

需 給 安 定 化 に 対 し て 、 蓄 電 池 や E V を 利 用 す る こ と 解

決 す る 。 さ ら に 、 H E M S を 用 い て 電 力 使 用 量 を 収 集 、 分

析 す る こ と で 、 電 力 消 費 量 削 減 に 努 め る 。  

( 3 )  新 た に 生 じ る 波 及 効 果 と 懸 念 事 項  

1 ) セ キ ュ リ テ ィ 対 策  

 I o T  や D X 技 術 を 活 用 す る こ と に な る た め 、 多 量 の

デ ー タ を 取 り 扱 う こ と に な る 。 よ っ て 、 情 報 漏 洩 や 不

正 ア ク セ ス な ど の デ ー タ に 対 す る セ キ ュ リ テ ィ リ ス ク

対 策 が 必 要 と な る 。  



選択科目 
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○受験番号，問題番号，答案使用枚数，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。

問題番号 Ⅰ―２ 

技術部門 

答案使用枚数 

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                     24 字×25字

サ ー ビ ス マ ネ ジ メ ン ト  

３ 枚目   ３ 枚中 

科目

経 営 工 学 部門

専門とする事項 化 学 プ ラ ン ト 建 設 の プ ロ ジ ェ ク ト

マ ネ ジ メ ン ト

 受験番号 

2 ) 懸 念 事 項 と そ の 対 策  

 機 密 情 報 や 個 人 情 報 は プ ラ イ ベ ー ト ク ラ ウ ド を 用 い 、

指 定 さ れ た 端 末 か つ ユ ー ザ 2 段 階 認 証 を 行 う こ と で 、

不 正 ア ク セ ス や 情 報 漏 洩 を 防 止 す る 。 さ ら に 、 ア ク セ

ス ロ グ や 追 跡 機 能 に よ り 、 不 正 の 未 然 防 止 に 努 め る 。  

3 ) サ プ ラ イ チ ェ ー ン の 構 築  

 新 た な 燃 料 や C O 2  封 じ 込 め 技 術 な ど 、 他 社 と の 協 業

が 必 要 と な る 。  

4 )  懸 念 事 項 と そ の 対 策  

  エ コ シ ス テ ム を 構 築 す る 。 弊 社 の パ ー パ ス に 共 感 を

持 つ 複 数 の 企 業 と 共 同 で 問 題 に 取 り 組 む こ と と す る 。  

( 4 )  業 務 遂 行 に 必 要 と な る 要 件 、 留 意 点  

1 ) 技 術 者 と し て の 倫 理 の 観 点 か ら  

 上 記 に 述 べ た 電 力 使 用 量 削 減 、 C O 2  削 減 の 環 境 対 策

は 、 公 衆 の 福 利 に 資 す る も の で あ る 。 よ っ て 、 要 件 を

満 た す 。 留 意 点 は 、 セ キ ュ リ テ ィ 対 策 を 確 実 に 行 い 、

複 数 の 企 業 と 協 業 し て エ コ シ ス テ ム を 築 く こ と で あ る 。

2 ) 社 会 持 続 可 能 性 の 観 点 か ら  

 上 記 に 述 べ た 環 境 対 策 は 、 S D G s 目 標 7 「 エ ネ ル ギ ー

を み ん な に 、 そ し て ク リ ー ン に 」 に 貢 献 す る も の で あ

る 。 よ っ て 要 件 を 満 た す 。 工 場 周 辺 地 域 の 環 境 維 持 を

確 認 す る た め に 、 定 期 的 に 環 境 ア セ ス メ ン ト を 行 う こ

と に 留 意 す る 。 さ ら に 、 生 物 多 様 性 の 観 点 か ら 、 地 域

へ 植 林 活 動 を 行 う こ と で 、 周 辺 地 域 と の 共 生 を 図 る と

な お よ い 。                以 上  



問題文とＡ評価答案例 
（選択科目） 

～15-1 生産・物流マネジメント～ 





選択科目 

     ０  -

＊  

＊  ＊  

 

 

技術士第二次試験 解答事例 

 

○受験番号，問題番号，答案使用枚数，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

受験番号 

問題番号 R6 試験 Ⅱ-1-2 工程能力 

技術部門 

専門とする事項  答案使用枚数 

 

 

答案使用枚数 

生産・物流マネジメント 

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                     24 字×25 字 

１ 枚目   ４ 枚中 

科目 

経営工学 部門 

1 . 工 程 能 力  

 工 程 能 力 と は 、 設 備 等 が 規 格 通 り の も の を 作 り 出 す

能 力 が あ る か と い う 品 質 の 出 来 栄 え を 示 す 尺 度 の こ と 。

試 料 の 平 均 値 ± ３ 標 準 偏 差 で 表 わ す 。 工 程 能 力 を 管 理

図 等 で 管 理 す る 際 、 工 程 固 有 の 変 動 に 基 づ い て 定 め た

限 界 内 に あ る 場 合 を 、 統 計 的 管 理 状 態 に あ る と い う 。  

2 . 工 程 能 力 指 数  

 工 程 能 力 指 数 と は 、 製 品 の 出 来 栄 え の 程 度 を 定 量 的

に 示 し た も の を 工 程 能 力 指 数 と い う 。 工 程 能 力 指 数 に

は 、 下 記 ２ つ が あ る 。  

( 1 )  Ｃ Ｐ  

規 格 幅 の 平 均 値 と 測 定 値 の 平 均 値 が 同 等 で 、 規 格 幅

に 対 す る 測 定 値 の バ ラ ツ キ で 判 断 す る 。 C P ＝ （ 上 限 規

格 ― 下 限 規 格 ） ／ ６ × 標 準 偏 差 で 表 す 。  

( 2 )  C P k   

規 格 幅 に 対 す る 測 定 値 の バ ラ ツ キ に 加 え 、 規 格 平 均

値 と 測 定 値 の 平 均 値 の 偏 り を 考 慮 し た 指 標 で あ る 。

C P k  ＝ （ １ － ｋ ） × C P  ( K ＝ |  規 格 中 心 ― 測 定 値 の 平

均 値 |  ／ （ 規 格 幅 ／ 2 ） ) で 表 す 。 C P k の 方 が よ り 実 務

に 有 効 な 工 程 の 数 値 を 表 す 。  

3 . 留 意 点  

 工 程 の 状 態 を ｘ - R 管 理 図 等 で 管 理 す る 際 、 上 下 限 界

値 を 超 え た 場 合 を 偶 然 原 因 と い う 。 速 や か に 要 因 を 調

査 し 、 対 策 す る 必 要 が あ る 。  

                     以 上 1 .  



選択科目   生産・ 物流マネジメ ント  

令和６ 年度 技術士第二次試験答案用紙 

 

 
 

  

技術部門   経営工学   部門 

専門と する 事項  生産のための情報シス テム  

受験番号 

問題番号 Ⅱ－１ －4   

●答案用紙の解答欄の枠内に記載し た解答のみ採点対象と し ま す。                               24 字×25 字 

○解答欄の記入は、 1 マス につき 1 文字と する こ と 。 なお、 英字・ 数字は 1 マス に 2 文字を目安と する 。  

← 解答する 問題番号（ １ から ４ ） を 点線の枠内に必ず記入する こ と 。  

●受験番号、 技術部門、 選択科目、 専門と する 事項及び問題番号の

欄は必ず記入する こ と 。  

1 . 設 備 総 合 効 率 （ O E E ）  と は  

 生 産 設 備 の 稼 働 管 理 で は 生 産 効 率 を 最 大 に す る こ と

が 目 標 で あ る 。 し か し ど れ だ け 有 効 に 稼 働 し た か を 定

量 的 に 測 る 手 段 が な く 、 生 み 出 さ れ た の が O E E で あ る 。  

こ れ は 時 間 稼 働 率 、 性 能 稼 働 率 、 良 品 率 の 積 か ら な っ

て お り 、 設 備 稼 働 の 7 大 ロ ス を 含 ん で い る 。 O E E が 低

い と き に ど の 項 目 が 低 い か に よ っ て 対 策 が 決 ま る 。 自

社 の 工 場 の O E E を 比 較 す る 事 で 、 ど こ の 工 場 へ の 改 善

に 注 力 を 入 れ る か の 方 針 を 決 め る こ と が で き る 。 ま た 、

O E E が 見 え る 事 で 、 生 産 ラ イ ン 同 士 で 改 善 へ の 競 争 を

起 こ す 事 が 可 能 と な る 。  

2 . 計 算 式 と 7 大 ロ ス の 関 係 性  

 計 算 式 は 以 下 で あ る  

O E E = 時 間 稼 働 率 ＊ 性 能 稼 働 率 ＊ 良 品 率  

時 間 稼 働 率 =  正 味 稼 働 時 間 ÷ 稼 働 時 間  

性 能 稼 働 率 =  （ 製 造 C T  ＊ 製 造 数 ） ÷ 正 味 稼 働 時 間  

良 品 率 ＝ 良 品 数 ÷ 製 造 数  

（ C T ： サ イ ク ル タ イ ム ）  

時 間 稼 働 率 は 停 止 ロ ス の 「 故 障 、 部 品 交 換 、 立 上

り 」 を 除 い た 値 と な る 。 性 能 稼 働 率 は 性 能 ロ ス の 「 段

取 替 え 、 チ ョ コ 停 、 速 度 低 下 」 を 除 い た 値 と な る 。

良 品 率 は 不 良 ロ ス を 除 い た 値 と な る 。 こ の 様 に O E E は

7 大 ロ ス と の 関 係 性 を 持 つ 。  

                    以 上  





選択科目 

     ０  -

＊  

＊  ＊  

 

 

技術士第二次試験 解答事例 

 

○受験番号，問題番号，答案使用枚数，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

受験番号 

問題番号 R6 試験 Ⅱ-1-2 工程能力 

技術部門 

専門とする事項  答案使用枚数 

 

 

答案使用枚数 

生産・物流マネジメント 

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                     24 字×25 字 

２ 枚目   ４ 枚中 

科目 

経営工学 部門 

＜ Ⅱ - 2 - 2  家 具 ﾒ ｰ ｶ 生 産 改 革 ＞ 問 題  

調 査 ・ 検 討 事 項  

( 1 )  製 品 別 需 要 量 の 調 査 ・ 検 討  

 品 種 別 の 数 量 を 把 握 す る た め 、 過 去 数 年 間 の 製 品 別

需 要 量 を 調 査 し 、 P Q 分 析 に て 品 種 別 の 数 量 を 検 討 す る 。

ま た 、 品 種 別 の 需 要 予 測 の 精 度 を 確 認 す る た め 、 在 庫

率 ・ 欠 品 率 を 調 査 し 、 予 測 の 的 中 度 合 を 検 討 す る 。  

( 2 )  物 の 流 れ の 調 査 ・ 検 討  

 物 の 流 し 方 の 類 似 性 を 確 認 す る た め 、 品 種 別 の 物 の

流 し 方 を 調 査 ・ 検 討 す る 。 例 え ば 、 量 産 品 目 に 対 し て

は 製 品 工 程 分 析 、 中 量 品 種 に は 多 品 種 工 程 分 析 、 少 量

品 種 に は F r o m  t o  C h a r t で 検 討 す る 。  

( 3 )  製 品 別 の 仕 様 及 び 製 造 方 法 の 調 査 ・ 検 討  

 類 似 グ ル ー プ 毎 の 適 切 な グ ル ー ピ ン グ を 検 討 す る た

め に 、 製 品 別 の 仕 様 ・ 製 造 方 法 を 調 査 す る 。 具 体 的 に

は 、 製 品 別 の 仕 様 や 製 造 方 法 、 使 用 設 備 等 を 調 査 す る 。  

2 . 遂 行 手 順 と 留 意 点 ・ 工 夫 点  

 遂 行 手 順 を 、 改 善 案 立 案 → 推 進 計 画 策 定 ・ 改 善 → 評

価 ・ 平 準 化 の ３ 工 程 で 計 画 し 進 め る 。  

( 1 )  改 善 案 立 案  

 調 査 結 果 を 基 に 改 善 案 を 立 案 す る 。  

① 留 意 点 ： 大 量 品 目 ・ 中 量 品 目 ・ 少 量 品 目 別 に 適 切 な

生 産 方 式 を 適 用 す る こ と に 留 意 す る 。  

② 工 夫 点 ： 小 ロ ッ ト 化 し て 在 庫 ポ イ ン ト を 見 直 す 際 は 、

段 取 改 善 に て 極 力 小 ロ ッ ト 化 す る 工 夫 を す る 。  



選択科目 

     ０  -

＊  

＊  ＊  

 

 

技術士第二次試験 解答事例 

 

○受験番号，問題番号，答案使用枚数，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

受験番号 

問題番号 R6 試験 Ⅱ-1-2 工程能力 

技術部門 

専門とする事項  答案使用枚数 

 

 

答案使用枚数 

生産・物流マネジメント 

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                     24 字×25 字 

３ 枚目   ４ 枚中 

科目 

経営工学 部門 

( 2 )  推 進 計 画 策 定 し 改 善 を 進 め る 。  

① 留 意 点 ： プ ロ ジ ェ ク ト 推 進 の 際 は 、 K P I  を 設 定 し 、

具 体 的 な 目 標 を 共 有 す る 。 さ ら に 、 ガ ン ト チ ャ ー ト を

作 成 し て 定 期 的 に 進 捗 の フ ォ ロ ー 、 軌 道 修 正 を 図 る 。  

② 工 夫 点 ： 対 象 範 囲 や 機 能 を 限 定 し た P O C  を 導 入 し 、

高 額 投 資 や シ ス テ ム の 大 規 模 停 止 の リ ス ク を 回 避 す る 。  

( 3 )  評 価 ・ 平 準 化  

  改 善 結 果 を 評 価 し 、 改 善 及 び 運 用 の 標 準 化 を 行 う 。  

① 留 意 点 ： 生 産 方 式 見 直 し の 根 拠 や 内 容 、 各 種 諸 元 を

標 準 化 し 設 計 書 と し て ま と め る 。 こ れ に よ り 、 改 善 内

容 の 定 期 チ ェ ッ ク や 他 案 件 で の 検 討 が 容 易 に な る 。  

② 工 夫 点 ： I o T ･ A I 等 を 活 用 し て 、 在 庫 率 や 製 品 在 庫 、

リ ー ド タ イ ム 等 の デ ー タ 逐 次 状 況 収 集 し 、 異 常 等 を リ

ア ル タ イ ム に 把 握 す る こ と で 欠 品 を 防 ぐ 工 夫 を す る 。  

3 . 関 係 者 と の 調 整 方 法  

( 1 )  現 場 作 業 員 や 管 理 監 督 職 と の 調 整  

現 場 は 、 現 状 の 業 務 や 作 業 の 内 容 変 更 に 強 い 抵 抗 を

示 す 場 合 が あ る 。 従 っ て 、 現 場 の 作 業 員 ・ 管 理 監 督 者

に プ ロ ジ ェ ク ト の 主 旨 や 実 施 内 容 を 十 分 に 説 明 し 、 納

得 し て も ら う こ と で 計 画 通 り の 効 果 を 得 る ｡  

( 2 )  生 産 計 画 担 当 者 と の 調 整  

生 産 方 式 の 見 直 し で は 、 生 産 計 画 担 当 者 の 業 務 内 容 の

大 き な 変 更 と な る 。 生 産 方 式 見 直 し の 目 的 や 生 産 計 画

上 の 変 更 点 を 説 明 し 理 解 を 得 る 。 ま た 、 生 産 ロ ッ ト や

生 産 能 力 デ ー タ の 変 更 の 内 容 を 説 明 し 、 生 産 計 画 へ の



選択科目 

     ０  -

＊  

＊  ＊  

 

 

技術士第二次試験 解答事例 

 

○受験番号，問題番号，答案使用枚数，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

受験番号 

問題番号 R6 試験 Ⅱ-1-2 工程能力 

技術部門 

専門とする事項  答案使用枚数 

 

 

答案使用枚数 

生産・物流マネジメント 

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                     24 字×25 字 

４ 枚目   ４ 枚中 

科目 

経営工学 部門 

反 映 を 依 頼 す る 。             以 上  





選択科目  生産・物流マネージメント 

令和 6 年度 技術士第二次試験答案用紙 

 

 
 

  

技術部門  経営工学部門 

専門とする事項 電子部品の生産における品質マネージメント 

受験番号 

問題番号   Ⅲ－ 1   

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25 字 

●受験番号、技術部門、選択科目、専門とする事項及び問題番号の

欄は必ず記入すること。 

← 解答する問題番号（１又は２）を点線の枠内に必ず記入すること。 
○解答欄の記入は、1 マスにつき 1 文字とすること。なお、英字・数字は 1 マスに 2 文字を目安とする。

（図表を用いて解答する場合も問題に特段の指示がある場合を除き同様とする。） 

 

( 1 ) 製 造 業 の 課 題  

1 - 1 ) D X の 推 進  

デ ー タ ド リ ブ ン な 設 計 に よ り あ ら た な 価 値 創 造 を 行 い 、

利 益 向 上 を 図 る 必 要 が あ る 。 ま た 、 製 品 は 所 有 か ら 保

守 サ ー ビ ス ま で 含 め た サ ー ビ ス へ 価 値 が 増 え て い る 。

こ れ ら の 価 値 を 取 り 込 む た め D X の 推 進 が 課 題 で あ る 。  

 

1 - 2 ) I o T 化 の 推 進  

要 求 品 質 の 高 度 化 に よ り 設 計 リ ー ド タ イ ム は 短 期 化 す

る こ と が 求 め ら れ て い る 。 ま た 、 製 品 の ラ イ フ サ イ ク

ル の 短 期 化 に よ り 、 製 造 リ ー ド タ イ ム も 短 期 化 し て い

る 。 過 去 設 計 デ ー タ の 共 有 や フ ロ ン ト ロ ー デ ィ ン グ の

実 施 に よ る 設 計 リ ー ド タ イ ム を 削 減 す る た め I o T 化 を

推 進 す る こ と が 課 題 で あ る 。  

 

1 - 3 ) 化 学 物 質 管 理 の 高 度 化  

成 長 を 阻 害 す る 新 た な 課 題 と し て 、 近 年 、 含 有 化 学 物

質 管 理 の 高 度 化 が あ げ ら れ る 。 近 年 、 ま す ま す 多 様 化

し て お り 、 規 制 前 の 段 階 で 対 策 が 求 め ら れ る 。 例 え ば

有 機 フ ッ 素 化 合 物 群 P F A S で は 、 米 国 の ３ M 社 が 含 有

物 質 の 危 険 性 を 鑑 み 、 製 造 中 止 を 決 定 す る こ と な ど が

挙 げ ら れ る 。 規 制 前 で も 、 含 有 化 学 物 質 管 理 を 行 う な

ど 管 理 の 高 度 化 が 課 題 で あ る 。  

 

 



令和 年度 技術士第二次試験答案用紙 

 

 

○解答欄の記入は、1 マスにつき 1 文字とすること。なお、英字・数字は 1 マスに２文字を目安とする。（図表を用いて解答する場合を含む。） 

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25 字 

1 - 4 ) 品 質 コ ン プ ラ イ ア ン ス の 確 保  

企 業 の 成 長 を 阻 害 す る 課 題 と し て 品 質 コ ン プ ラ イ ア ン

ス の 確 保 が 挙 げ ら れ る 。 品 質 不 正 が 生 じ る と 社 会 的 信

用 失 墜 が 生 じ て 成 長 が 阻 害 さ れ る か ら で あ る 。  

( 2 ) 重 要 と 考 え る 課 題  

1 - 2 ) に 挙 げ た I o T 化 の 推 進 で あ る 。  

効 果 的 に 解 決 す る た め 設 計 に お い て は 過 去 の デ ー タ の

活 用 や 、 信 頼 性 確 保 の た め 過 去 ト ラ の 活 用 が 挙 げ ら れ

る 。  事 務 作 業 効 率 化 の た め R P A を 導 入 す る 。 特 に 信

頼 性 は F M E A や F T A を 活 用 し P D M シ ス テ ム で 共 有 す る

こ と が 重 要 で あ る 。 製 造 で は 工 程 に セ ン サ ー な ど を 設

置 し 予 防 保 全 を 行 う こ と で I o T 化 を 推 進 す る 。 ど の 工

程 に セ ン サ ー を 設 置 す れ ば よ い か 分 析 の 上 、 効 果 を 予

測 し 決 定 す る 。  

＜ 課 題 を 解 決 す る た め の 方 策 ＞  

方 策 1 : T O P 診 断  

現 状 と あ る べ き 姿 を 対 比 し 、 T O P に レ ビ ュ ー す る 。

I o T 化 に は コ ス ト が か か る 場 合 が あ る が 2 0 2 5 年 の 崖

問 題 な ど と 合 わ せ て コ ス ト と リ ソ ー ス を レ ビ ュ ー す る 。

費 用 対 効 果 を 見 え る 化 す る こ と に よ り T O P の 理 解 を 得

る 。  

方 策 2 : ベ ン チ マ ー ク  

同 業 他 社 と の ベ ン チ マ ー ク を 実 施 し 他 社 と の 差 異 を 明

ら か に し 、 T O P の 理 解 を 得 る 。  
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○解答欄の記入は、1 マスにつき 1 文字とすること。なお、英字・数字は 1 マスに２文字を目安とする。（図表を用いて解答する場合を含む。） 

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25 字 

( 3 ) 期 待 で き る 効 果 と リ ス ク と 対 策  

3 - 1 ) 期 待 で き る 効 果  

T O P の 理 解 が 得 ら れ る と I o T 化 が 進 み 企 業 価 値 の 上 昇

が 期 待 で き る 。  

 

 

3 - 2 ) リ ス ク  

社 内 分 析 の あ る べ き 姿 と の 差 が 多 き 過 ぎ る 場 合 や 、 過

大 な 費 用 の 場 合 、 T O P の 理 解 が 得 ら れ ず 、 計 画 が と ん

挫 す る リ ス ク が あ る 。  

 

 

3 - 3 ) リ ス ク 対 応  

コ ン サ ル の 導 入 な ど に よ り 、 計 画 を 見 直 す こ と や 、 あ

る べ き 姿 と 現 状 の ギ ャ ッ プ に つ い て 次 善 の 目 標 と す る 。

I o T 化 計 画 は 何 度 か 見 直 し 、 P D C A を 回 し 、 改 善 を 図 る

こ と に よ り T O P の 理 解 が 得 ら れ る 目 標 を 設 定 す る 。  

ま た 、 予 算 額 等 関 係 部 門 と の 調 整 を 行 い 、 現 実 的 な 範

囲 に 収 ま る よ う 調 整 を 図 る 。  

  

（ 最 後 ま で 埋 め た ）  
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技術部門         経営工学部門 

専門と する 事項  生産のための情報シス テム  

受験番号 

問題番号   Ⅲ－ １    

●答案用紙の解答欄の枠内に記載し た解答のみ採点対象と し ま す。                               24 字×25 字 

●受験番号、 技術部門、 選択科目、 専門と する 事項及び問題番号の

欄は必ず記入する こ と 。  

← 解答する 問題番号（ １ 又は２ ） を 点線の枠内に必ず記入する こ と 。  
○解答欄の記入は、 1 マス につき 1 文字と する こ と 。 なお、 英字・ 数字は 1 マス に 2 文字を目安と する 。  

1 . 近 年 の 日 本 の 製 造 企 業 に お け る 課 題  

 私 は 自 動 車 部 品 製 造 業 に 勤 め て い る 。 当 社 は グ ロ ー

バ ル で 製 造 を 行 っ て い る 製 造 企 業 で こ れ を 基 に 本 問 を

記 述 す る 。  

1 . 1 . グ ロ ー バ ル サ プ ラ イ チ ェ ー ン ( G S C M ) の 分 断  

  C o v i d - 1 9 ・ 米 中 関 係 ・ ロ シ ア － ウ ク ラ イ ナ 紛 争 な ど

で 近 年 、 G S C M が 分 断 さ れ 部 品 － 加 工 － 組 立 が 海 を 跨

い で 行 う 事 が 困 難 に な る 問 題 が あ る 。 課 題 は 最 適 な 拠

点 で の 製 造 活 動 と 実 施 内 容 で あ る 。  

1 . 2 . グ ロ ー バ ル 生 産 で の 利 益 の 向 上  

 近 年 の 日 本 の グ ロ ー バ ル 製 造 企 業 は 売 上 の 6 0 % が 海

外 で あ り 、 工 場 ・ 従 業 員 数 も 同 じ よ う に な っ て い る 。

し か し な が ら 、 利 益 率 が 低 い 問 題 が あ る 。 こ れ は 連 邦

経 営 化 し て い る 事 が 要 因 で あ る 。 課 題 は デ ー タ で 連 携

し た グ ロ ー バ ル 経 営 に よ る 利 益 率 の 向 上 で あ る 。  

1 . 3 . カ ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル へ の 対 応  

 S D G s で も 問 わ れ て い る C O 2 排 出 の 実 質 ゼ ロ 化 は 世

界 各 国 が 唱 え て お り 、 重 要 で あ る 。 製 造 業 は S C M 全 体

で C O 2 を 排 出 す る 問 題 が あ る 。 E S G 投 資 が 唱 え ら れ て

い る 中 、 こ れ は 重 要 で あ る 。 課 題 は S C M 全 体 で の C O 2

排 出 を ゼ ロ 化 す る 為 の 手 段 の 確 立 で あ る 。  

1 . 4 . 少 子 高 齢 化 へ の 対 応  

 日 本 は 2 0 5 0 年 に は 2 0 0 0 万 人 の 人 口 減 少 、 4 0 % が 高

齢 者 と い う 社 会 を 迎 え 、 労 働 人 口 が 減 少 す る 問 題 が あ

る 。 こ れ は 日 本 が 先 行 し 、 世 界 各 国 が 追 従 を す る 。 加
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○解答欄の記入は、 1 マス につき 1 文字と する こ と 。 なお、 英字・ 数字は 1 マス に２ 文字を 目安と する 。  

●答案用紙の解答欄の枠内に記載し た解答のみ採点対象と し ま す。                               24 字×25 字 

課 題 は 労 働 人 口 減 少 す る 中 で の 製 造 業 の 在 り 方 で あ る 。  

2 . 最 重 要 課 題 と そ の 考 察 ・ 分 析 と 解 決 策  

2 . 1 .  最 重 要 課 題 と そ の 考 察 ・ 分 析  

 少 子 高 齢 化 を 迎 え る と 少 人 数 の 若 年 層 が 高 齢 者 を 支

え る 社 会 と な る 。 そ の 為 に は コ ス ト が か か る 。 企 業 は

利 益 率 を 向 上 し 、 給 与 へ の 反 映 を し な い と 支 え る 事 が

出 来 な く な る 。 こ れ は 今 対 策 を 進 め て お く べ き 課 題 で

あ る 。 本 検 討 と 自 社 で 実 施 で き る こ と か ら 最 重 要 課 題

を 「 労 働 人 口 減 少 す る 中 で の 製 造 業 の 在 り 方 」 と す る 。

こ れ は つ ま り は 生 産 性 の 向 上 。 生 産 活 動 に お け る リ ー

ド タ イ ム （ L T ） を 短 縮 し て 生 産 性 を 上 げ る 事 と 分 析 で

き る 。  

2 . 2 . 解 決 策  

2 . 2 . 1 . 製 造 L T の 短 縮  

 I o T で 製 造 設 備 か ら 生 産 ・ 検 査 ・ 製 造 デ ー タ を 収 集

し て O E E や 管 理 図 の 可 視 化 を 行 い 、 故 障 の 予 兆 や 不 良

発 生 ア ラ ー ト で の 即 時 改 善 を 実 施 し て 止 ま ら な い 設 備

化 を 図 る 。 更 に 運 搬 に お い て は D I 分 析 を 行 い 距 離 が

長 い 箇 所 や 運 搬 回 数 が 多 い 箇 所 に は 自 動 運 搬 車

（ A G V ） や ロ ボ ッ ト を 適 用 す る 。 そ し て 生 産 計 画 ・ 進

捗 と 運 搬 を 連 携 し て 必 要 な 時 に 必 要 な 部 品 を 運 搬 可 能

に し て 部 品 待 ち を 無 く す 。 こ の 様 に し て 、 製 造 L T の

短 縮 を 行 い 、 利 益 率 に 反 映 さ せ る 。  

2 . 2 . 2 . 設 計 L T の 短 縮  

 3 D C A D で の 形 状 可 視 化 か ら 問 題 点 対 策 を し 、 そ れ を
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○解答欄の記入は、 1 マス につき 1 文字と する こ と 。 なお、 英字・ 数字は 1 マス に２ 文字を 目安と する 。  

●答案用紙の解答欄の枠内に記載し た解答のみ採点対象と し ま す。                               24 字×25 字 

基 に し た 3 D プ リ ン タ で の 形 状 チ ェ ッ ク を 製 造 部 門 と

実 施 し て 製 造 可 能 化 確 認 し て 、 型 発 注 前 に 課 題 を 対 応

す る 。 ま た 、 C A D の デ ー タ を C A E と 連 携 し て シ ミ ュ レ

ー シ ョ ン を 行 い 、 課 題 を 前 倒 し で 解 決 す る 。 ま た 、

C A D の デ ー タ を C A M と 連 携 さ せ 設 備 設 計 と の コ ン カ レ

ン ト 化 を 行 う 。 こ の 様 に し て 設 計 業 務 の フ ロ ン ト ロ ー

デ ィ ン グ 化 で L T を 短 縮 し て 、 利 益 率 に 反 映 さ せ る 。  

3 . 解 決 策 実 施 で の 効 果 、 リ ス ク と そ の 対 策  

3 . 1 .  解 決 策 実 施 で の 効 果 ・ リ ス ク  

 効 果 と し て は L T 短 縮 に よ る 働 き 方 改 革 が 実 施 で き

る 事 や デ ジ タ ル を 活 用 す る 事 で 魅 力 的 な 職 場 と な り 若

年 層 の 就 業 率 の 増 加 が 期 待 で き る 事 で あ る 。 リ ス ク は

デ ジ タ ル 化 で 従 業 員 の 持 つ 文 章 化 さ れ て い な い 技 術 を

失 う 可 能 性 で あ る 。 こ の 技 術 が 自 社 の 魅 力 的 品 質 と な

っ て い る 可 能 性 も あ る 。 課 題 は 従 業 員 の 技 能 の 伝 承 を

そ の 活 用 方 法 で あ る 。  

3 . 2 . 対 策 手 法  

 ナ レ ッ ジ マ ネ ジ メ ン ト の 実 施 で あ る 。 製 造 に お い て

は 動 画 撮 影 を し て 動 作 分 析 を 行 う 。 設 計 に お い て は 図

面 調 査 ・ 分 析 を 行 う 。 不 明 点 の み を 従 業 員 へ ヒ ア リ ン

グ す る 。 こ れ で 従 業 員 の 通 常 業 務 へ の 負 担 を 削 減 す る 。

こ れ よ り 、 暗 黙 知 を 形 式 知 と し て デ ー タ ベ ー ス （ D B ）

と す る 。 こ の 情 報 の 組 み 合 わ せ や 反 映 さ せ る こ と で 自

社 の 技 術 を 確 保 し 、 発 展 さ せ て い く 。     以 上  
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技術部門 部門

専門とする事項

受験番号

問題番号 Ⅲ－２

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。 24字×25 字

●受験番号、技術部門、選択科目、専門とする事項及び問題番号の

欄は必ず記入すること。

← 解答する問題番号（１又は２）を点線の枠内に必ず記入すること。
○解答欄の記入は、1 マスにつき 1 文字とすること。なお、英字・数字は 1 マスに 2 文字を目安とする。

（図表を用いて解答する場合を含む。）

( 1 ) 生 産 性 向 上 ・ 利 益 増 加 に 効 果 的 な 設 備 ・ シ ス テ ム

1 . 生 産 管 理 シ ス テ ム ( S C A D A 、 M E S )

生 産 性 向 上 ・ 利 益 を 増 加 さ せ る た め に 生 産 管 理 シ ス

テ ム が 挙 げ ら れ る 。 生 産 管 理 シ ス テ ム に よ り 、 設 備 や

原 材 料 、 仕 掛 品 な ど の 数 量 や 状 態 を 把 握 で き 、 全 体 最

適 化 が 可 能 に な る 。 抽 出 理 由 ： 現 在 、 国 内 の D X 化 は

工 程 最 適 化 に と ど ま り 、 工 場 全 体 の 最 適 化 を 実 現 で き

て い な い 。 そ の た め 工 場 全 体 最 適 化 と い う 観 点 で 、 生

産 管 理 シ ス テ ム を 抽 出 し た 。

2 . リ ソ ー ス 管 理 シ ス テ ム （ E R P ）

利 益 を 増 加 さ せ る た め に リ ソ ー ス 管 理 シ ス テ ム を 挙

げ ら れ る 。 リ ソ ー ス 管 理 シ ス テ ム に よ り 、 経 営 リ ソ ー

ス （ ヒ ト 、 モ ノ 、 カ ネ 、 情 報 ） の 適 正 化 に つ な が る 。

抽 出 理 由 ： 製 造 現 場 の 適 正 化 を 行 う 際 に 、 前 述 の 通 り

工 程 の 最 適 化 に と ど ま っ て い る 。 工 程 の 前 後 や 割 当 て

る リ ソ ー ス を 管 理 す る こ と で 全 体 最 適 化 す る と い う 観

点 で 、 リ ソ ー ス 管 理 シ ス テ ム を 抽 出 し た 。

3 . 倉 庫 管 理 シ ス テ ム （ W M S ）

生 産 性 向 上 さ せ る た め に 倉 庫 管 理 シ ス テ ム が 挙 げ ら

れ る 。 倉 庫 管 理 シ ス テ ム に よ り 原 材 料 や 製 品 在 庫 を 適

切 に 管 理 す る こ と が 可 能 に な る 。 く わ え て 運 搬 に お け

る ロ ス な ど を 削 減 す る こ と が で き る 。 ま た 自 動 運 搬 装

置 ( A G V ） な ど と も 親 和 性 が 高 く 、 省 人 化 、 無 人 化 の 実

現 に つ な げ る こ と が で き る 。 抽 出 理 由 ： 倉 庫 管 理 や 運

搬 作 業 は 価 値 創 出 に な ら な い ム ダ な 部 分 で あ る 。 製 造
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●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。 24 字×25字

工 程 に リ ソ ー ス を 集 中 さ せ 、 価 値 創 出 を 最 大 化 す る 。

ま た 工 場 最 適 化 と い う 観 点 で 、 倉 庫 管 理 シ ス テ ム を 抽

出 し た 。

( 2 ) 最 も 効 果 的 と 考 え る 設 備 ・ シ ス テ ム

最 も 効 果 的 な 設 備 ・ シ ス テ ム ： 1 . 生 産 管 理 シ ス テ ム

理 由 ： D X 化 を 進 め る に あ た り 、 ま ず 下 流 生 産 デ ー

タ を 集 め 、 分 析 す る 必 要 が あ る た め 、 生 産 管 理 シ ス テ

ム と し た 。 ま た 今 後 、 上 位 生 産 シ ス テ ム の 導 入 や 製 造

設 備 の 選 定 を 行 う 際 に 既 存 の 生 産 状 況 を 把 握 し て お く

必 要 が あ る た め 、 生 産 管 理 シ ス テ ム と し た 。

具 体 的 な 使 用 方 法 ： 設 備 の ア ウ ト プ ッ ト デ ー タ や 検

査 デ ー タ を S C A D A に よ り 集 め 、 サ ン プ リ ン グ レ ー ト を

落 と す な ど 情 報 の 粒 度 を 落 と し て 、 M E S に 渡 す 。 M E S

は 受 け 取 っ た デ ー タ に 対 し て 、 処 理 や 判 断 を 行 い 、 下

流 シ ス テ ム に 指 示 を 出 す 。

効 果 ： こ れ ま で 生 産 管 理 や 工 程 管 理 で 実 施 し て い た

内 容 に つ い て シ ス テ ム で 対 応 を 行 う た め 、 人 員 削 減 に

つ な が る 。 ま た ネ ッ ト ワ ー ク を 活 用 す る こ と に よ り 、

多 様 な 人 材 ・ 働 き 方 を 受 容 す る こ と が で き る 。 さ ら に

判 断 ・ 指 示 に A I を 導 入 す る こ と で 、 夜 間 の 連 続 運 転

を 実 現 す る こ と が で き 、 生 産 性 向 上 に つ な げ る 事 が で

き る 。

( 3 ) 懸 念 事 項 と 対 策

1 . シ ス テ ム ト ラ ブ ル の 発 生

生 産 管 理 を シ ス テ ム 上 で 行 う こ と に よ り 、 シ ス テ ム



令和 年度 技術士第二次試験答案用紙

○解答欄の記入は、1 マスにつき 1 文字とすること。なお、英字・数字は 1 マスに２文字を目安とする。（図表を用いて解答する場合を含む。）

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。 24 字×25字

ト ラ ブ ル が 発 生 し た 際 に 生 産 が 止 ま っ て し ま う こ と が

懸 念 事 項 と し て 挙 げ ら れ る 。

対 策 ： コ ン テ ィ ン ジ ェ ン シ ー プ ラ ン の 策 定

定 期 的 な リ ス ク ア セ ス メ ン ト 活 動 を 通 じ て 関 係 者 間

で シ ス テ ム ト ラ ブ ル 発 生 時 の 対 応 に つ い て 話 し 合 い を

行 う 。 ま た 物 理 的 な サ ー バ ー 被 災 を 想 定 し て 、 コ ロ ケ

ー シ ョ ン や サ ブ サ ー バ ー の 準 備 を 進 め る 。

2 . コ ン ピ ュ ー タ ウ イ ル ス の 感 染

最 近 で は ラ ン サ ム ウ エ ア な ど 企 業 活 動 に 大 き く 影 響

を 与 え る よ う な コ ン ピ ュ ー タ ウ イ ル ス 感 染 の 可 能 性 も

あ る 。

対 策 ： セ キ ュ リ テ ィ ソ フ ト 導 入

社 員 に は ネ ッ ト セ キ ュ リ テ ィ に 対 す る 定 期 的 な 教 育

を 実 施 す る 。 ま た V P N を 活 用 す る な ど ア ク セ ス 権 を 制

限 す る 仕 組 み づ く り も あ わ せ て 行 う 。

以 上



 

＜選択科目Ⅲ­２＞ 
D X 関連投資における課題と解決策について 
製造現場における DX 関連投資を⾏う上での考え方を、技術者として以下の通り述べる。 
（１）生産性向上・利益の増加に効果的と考えられる設備、システム 
１）ロボットや⾃動倉庫などの⾃動化設備 
 ⾃動化した工程を導入していくことで、安定生産を可能とし、さらに⼈件費を下げることにつながる。また、安定し
た生産を課題として労働⼈⼝不⾜が挙げられている中で、⾃動化設備の導入はその解決策にもなり得る。 
 
２）検査機からの上流工程へのフィードバック 
 各種設備の検査工程の膨⼤な数値データを、上流の工程にフィードバックして工程パラメータを修正していく制
御を組み込むことで、半⾃動化させる。高品質の製品の製造につながるとともに、工程歩留まりを向上させること
ができる。 
 
３）生産を統合して⾒える化  予防保全、部品在庫の最適化 
 工場の生産状況を⼀元化できるようにする。その故障履歴などを紐付け、特に予防保全のデータを蓄積するこ
とで、TBM の期間・部品の種類を適切に絞り込んでいくことが可能となり、生産性の向上に寄与することが可能と
なる。 
 
（２）最も効果的なシステム 
 上述した３つの設備・システムの中から、最も効果的なシステムは検査機である。⼀部の設備から開始し、デー
タを取得していくことで、小さな設備投資から生産性向上に向けた⼿段・⼿法に展開していくことが可能である。
検査機で得られた情報の上流へのフィードバックは、⾃動化設備や生産統合システムの事前検証としても用いる
ことができるものである。  
 
（３）新たな将来的な懸念事項と対策 
１）コストの増⼤ 
 物価の上昇が発生した場合、投資に要するコストに対して、利益が追いつかない恐れがある。（これ以降は思
い出せない） 
 
 
 



選択科目 

      -

＊  

＊  ＊  

 

 

技術士第二次試験 解答事例 

 

○受験番号，問題番号，答案使用枚数，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

受験番号 

問題番号 R6 試験 Ⅲ-2 ＤＸ化 

技術部門 

専門とする事項  答案使用枚数 

 

 

答案使用枚数 

生産・物流マネジメント 

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                     24 字×25 字 

１ 枚目   ３ 枚中 

科目 

経営工学 部門 

生 産 性 を 向 上 し 利 益 を 増 加 さ せ る D X 化 の 取 組 み  

1 . D X に よ る 生 産 性 向 上 に 効 果 的 な シ ス テ ム の 抽 出  

( 1 )  現 場 I o T  

 も の づ く り に お け る Q C D は 、 現 場 の 4 M を 適 切 に 制

御 す る こ と で 実 現 さ れ る 。 従 っ て 、 現 場 層 に お け る 各

種 デ ー タ を リ ア ル タ イ ム に 収 集 ・ 分 析 可 能 な 現 場 層 の

I o T  の 活 用 は 必 須 と い え る 。  

( 2 )  E R P  等 の 上 位 層 基 幹 シ ス テ ム  

 工 場 で は 、 生 産 管 理 、 経 理 、 調 達 、 技 術 部 門 等 多 岐

に 渡 る 部 門 の デ ー タ を 効 率 的 に 管 理 ・ 運 用 し て 大 き な

効 果 を 得 る 。 よ っ て 、 部 門 間 の デ ー タ を 連 携 し 円 滑 化

さ せ る た め の E R P  等 上 位 層 基 幹 シ ス テ ム が 必 要 と な る 。  

( 3 )  M E S   

 ( 1 ) ･ ( 2 )  の シ ス テ ム 化 だ け で は 効 果 が 限 定 的 で あ る 。

上 位 層 と 現 場 層 の 情 報 を 連 携 さ せ る こ と で よ り 大 き な

効 果 が 発 揮 で き る 。 そ の た め 、 M E S  を 導 入 す る こ と で 、

現 場 層 の 大 量 の リ ア ル タ イ ム デ ー タ を M E S  を 通 し て ア

ク シ ョ ン に 繋 げ た り 、 上 位 シ ス テ ム と の 連 携 を 可 能 と

な る 。  

2 . 最 重 要 シ ス テ ム と 使 用 方 法 及 び そ の 効 果  

 現 場 4 M の コ ン ト ロ ー ル 及 び 運 用 は 、 製 品 の Q C D  確

保 の 根 幹 を 成 す 要 素 の た め 、 1 - ( 1 )  最 重 要 シ ス テ ム と

し て 以 下 述 べ る 。  

( 1 )   可 動 率 改 善 に よ る 作 業 の 効 率 化  

 現 場 製 造 設 備 は 多 数 の 部 品 ・ 機 構 か ら な り 、 そ れ ぞ



選択科目 

      -

＊  

＊  ＊  

 

 

技術士第二次試験 解答事例 

 

○受験番号，問題番号，答案使用枚数，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

受験番号 

問題番号 R6 試験 Ⅲ-2 ＤＸ化 

技術部門 

専門とする事項  答案使用枚数 

 

 

答案使用枚数 

生産・物流マネジメント 

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                     24 字×25 字 

２ 枚目   ３ 枚中 

科目 

経営工学 部門 

れ の 遅 れ や 小 停 止 が 生 産 能 力 低 下 に 直 結 す る 。 そ こ で 、

I o T  技 術 を 活 用 し 可 動 率 向 上 を 図 る 。 例 え ば 、 設 備 制

御 の P L C か ら 、 部 位 毎 の 動 作 時 間 や 待 ち ・ 停 止 時 間 を

収 集 す る 。 こ れ を 標 準 時 間 と 比 較 す る こ と で 、 従 来 で

は 不 可 能 な 粒 度 ・ 精 度 で ロ ス の 顕 在 化 が 可 能 と な り 、

自 働 化 な ど せ ず に 大 幅 な 生 産 性 向 上 を 実 現 す る 。  

( 2 )  サ イ ク ル タ イ ム ( C T ) の 見 え る 化 と 短 縮  

 多 品 種 少 量 生 産 で は 、 品 種 毎 に C T が 違 う た め そ の

管 理 が 難 し く 改 善 が 進 ま な い 問 題 が あ る 。 そ こ で 、

I o T  を 活 用 し た C T の 見 え る 化 を 提 案 す る 。 例 え ば 、

製 品 払 出 し 時 の シ リ ン ダ に 磁 気 セ ン サ を 設 置 す る こ と

で C T を 自 動 収 集 す る 。 結 果 、 品 種 別 の C T や ば ら つ き

が リ ア ル タ イ ム に 把 握 で き 、 迅 速 な 改 善 が 実 現 す る 。

こ れ は 、 古 い 設 備 に も 対 応 可 能 な た め 、 設 備 投 資 の 抑

制 に も 繋 が る 。  

( 3 )  設 備 故 障 の 低 減  

 従 来 、 故 障 解 析 や 保 全 日 報 等 の 多 く は 人 手 で 行 っ て

い た た め 、 迅 速 な 対 応 や 恒 久 対 策 が 不 十 分 だ っ た 。 こ

の た め 、 D X を 活 用 し 故 障 低 減 を 図 る 。 例 え ば 、 I o T  や  

A I を 活 用 し 、 設 備 の 異 常 兆 候 を 事 前 に 検 知 し て 改 善 す

る 予 知 保 全 行 う 。 さ ら に 、 こ れ ら 故 障 情 報 を デ ー タ ベ

ー ス 化 し 、 類 似 故 障 対 策 や 設 計 に 反 映 し て 改 良 保 全 に

活 用 す る 。 結 果 、 設 備 故 障 の 大 幅 低 減 が 実 現 す る 。  

3 . 懸 念 事 項 と そ の 対 策  

( 1 )  懸 念 事 項 １ ： 情 報 漏 洩  



選択科目 

      -

＊  

＊  ＊  

 

 

技術士第二次試験 解答事例 

 

○受験番号，問題番号，答案使用枚数，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

受験番号 

問題番号 R6 試験 Ⅲ-2 ＤＸ化 

技術部門 

専門とする事項  答案使用枚数 

 

 

答案使用枚数 

生産・物流マネジメント 

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                     24 字×25 字 

３ 枚目   ３ 枚中 

科目 

経営工学 部門 

 対 策 で は 、 情 報 管 理 を ネ ッ ト ワ ー ク 上 で 行 う た め 、

サ イ バ ー 攻 撃 に よ る 情 報 漏 洩 の リ ス ク が 想 定 さ れ る ｡  

( 2 )  懸 念 事 項 １ へ の 対 策  

① パ ソ コ ン 対 策 ： パ ソ コ ン や ス マ ー ト デ バ イ ス の 利 用

制 限 や I D カ ー ド や 指 紋 等 に よ る ア ク セ ス 制 限 管 理 を

強 化 す る 。  

② サ イ バ ー 攻 撃 ： イ ン タ ー ネ ッ ト の 接 続 点 に は 、 フ ァ

イ ヤ ー ウ オ ー ル を 設 け て セ キ ュ リ テ ィ 対 策 と し 、 さ ら

に V P N  や ロ ー カ ル 5 G も 積 極 的 に 導 入 す る 。  

( 3 )  懸 念 事 項 ２ ： シ ス テ ム ダ ウ ン  

各 解 決 策 に は I T  技 術 の 活 用 が 前 提 に な る こ と か ら

「 シ ス テ ム ダ ウ ン 」 の リ ス ク が あ る 。 そ の 発 生 要 因 は

自 然 災 害 に よ る 停 電 や 破 損 、 ハ ー ド ウ エ ア 障 害 、 過 剰

負 荷 等 多 岐 に 及 ぶ 。  

( 4 )   懸 念 事 項 ２ へ の 対 策  

① 技 術 対 策 ： 無 停 電 電 源 装 置 や 負 担 分 散 装 置 の 導 入 、

ハ ー ド ウ エ ア の 多 重 化 や 複 数 D C の 設 置 に よ る バ ッ ク

ア ッ プ 体 制 の 構 築 等 の ハ ー ド 対 策 を 行 う 。 ま た 、 サ ー

バ ー 運 用 監 視 シ ス テ ム 等 の 異 常 監 視 体 制 を B C P  に 織 り

込 ん で お く と 大 き な 問 題 発 生 前 の 対 応 が 容 易 に な る 。  

② 管 理 ・ 運 用 対 策 ： シ ス テ ム 障 害 発 生 時 の 対 応 体 制 ・

連 絡 網 を 構 築 す る 。 ま た 、 復 旧 マ ニ ュ ア ル を 作 成 し 定

期 的 な 対 応 訓 練 を 実 施 す る 。 さ ら に 、 障 害 時 は 手 作 業

と な る た め 、 手 作 業 マ ニ ュ ア ル を 作 成 し て お く と 良 い 。  

                     以 上  



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問題文とＡ評価答案例 
（選択科目） 

～15-2 サービスマネジメント～ 





選択科目 
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○受験番号，問題番号，答案使用枚数，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。

問題番号 Ⅱ―１－４ 

技術部門 

答案使用枚数 

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                     24 字×25字

サ ー ビ ス マ ネ ジ メ ン ト  

１ 枚目   １ 枚中 

科目

経 営 工 学 部門

専門とする事項 化 学 プ ラ ン ト 建 設 の プ ロ ジ ェ ク ト

マ ネ ジ メ ン ト

 受験番号 

( 1 )  従 業 員 エ ン ゲ ー ジ メ ン ト と は  

 従 業 員 が 会 社 の パ ー パ ス に 共 感 し 、 業 績 向 上 の た め

に 会 社 に 貢 献 し た い と 思 う 意 欲 の こ と で あ る 。 従 業 員

エ ン ゲ ー ジ メ ン ト を 構 成 す る 要 素 と し て 、 行 動 意 欲 、

理 解 度 、 多 様 性 や 働 き 方 の 3 つ が 挙 げ ら れ る 。 以 下 に

そ れ ぞ れ の 要 素 を 向 上 さ せ る 方 策 を 述 べ る 。  

( 2 )  行 動 意 欲 の 向 上  

 会 社 方 針 を 理 解 し た う え で 、 若 手 や 中 堅 を 中 心 と す

る 業 務 改 善 の ワ ー キ ン グ グ ル ー プ を 発 足 す る 。 ワ ー キ

ン グ ル ー プ 内 で 、 真 剣 に 改 善 方 法 を 議 論 し 、 経 営 層 へ

提 案 す る 機 会 を 与 え る こ と 、 ボ ト ム ア ッ プ の 提 案 が 受

け 入 れ や す い 環 境 を 作 る こ と で 、 行 動 意 欲 が 向 上 す る 。

( 3 )  理 解 度 の 向 上  

 従 業 員 エ ン ゲ ー ジ メ ン ト を 向 上 さ せ る た め に は 、 会

社 方 針 や パ ー パ ス へ の 共 感 と 理 解 度 向 上 が 不 可 欠 で あ

る 。 メ ー ル や ウ ェ ブ 上 で 会 社 方 針 を 述 べ る の で は な く 、

従 業 員 と 対 面 に て 想 い を 発 表 す る と よ い 。 さ ら に 、 ア

ン ケ ー ト を 取 る こ と で 、 現 状 の 状 態 や 理 解 度 を 把 握 で

き 、 継 続 的 に 改 善 し て い く 。  

( 4 )  多 様 性 、 働 き 方 の 向 上  

 コ ロ ナ 禍 を は じ め 、 社 会 環 境 が 様 々 に 変 化 し て い る 。

従 業 員 の 多 様 性 を 理 解 し 、 在 宅 勤 務 な ど 働 き 方 に 自 由

度 を 持 た せ る こ と で モ チ ベ ー シ ョ ン を 向 上 さ せ る 。 ま

た 、 事 務 所 の フ リ ー ア ド レ ス 化 に よ り 、 コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン の 活 性 化 を 図 る 。          以 上  





選択科目 
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○受験番号，問題番号，答案使用枚数，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。

問題番号 Ⅱ―２－２ 

技術部門 

答案使用枚数 

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                     24 字×25字

サ ー ビ ス マ ネ ジ メ ン ト  

１ 枚目   ２ 枚中 

科目

経 営 工 学 部門

専門とする事項 化 学 プ ラ ン ト 建 設 の プ ロ ジ ェ ク ト

マ ネ ジ メ ン ト

 受験番号 

( 1 )  調 査 、 検 討 す べ き 事 項  

1 ) シ ス テ ム ・ 設 備 の 調 査  

 A I チ ャ ッ ト ボ ッ ト の シ ス テ ム は 、 ど の よ う な サ ー ビ

ス が 市 場 に あ る の か 、 社 内 で の 開 発 は 必 要 で あ る か を

調 査 す る 。 ま た 、 弊 社 が 用 意 す べ き 設 備 、 シ ス テ ム お

よ び 人 材 な ど の 調 査 を 行 う 。  

2 ) 業 務 フ ロ ー の 変 更 検 討  

 現 在 の 社 内 ヘ ル プ デ ス ク は ウ ェ ブ 上 で 行 わ れ 、 人 に

よ り 対 応 し て き た 。 A I チ ャ ッ ト ボ ッ ト 導 入 で 業 務 フ ロ

ー が ど の よ う に 変 更 さ れ る か 検 討 す る 。  

3 ) 費 用 対 効 果 の 検 討  

 シ ス テ ム 導 入 は 、 初 期 導 入 費 に 加 え 、 維 持 管 理 費 が

発 生 す る 。 現 状 の ヘ ル プ デ ス ク サ ポ ー ト に お け る 人 件

費 と 比 べ て 費 用 対 効 果 が 十 分 あ る こ と を 検 討 す る 。  

( 2 )  A I チ ャ ッ ト ボ ッ ト の 導 入 手 順 、 留 意 点 、 工 夫 点  

1 ) 導 入 手 順  

 A I チ ャ ッ ト ボ ッ ト を 導 入 す る た め の 手 順 は 、 計 画 策

定 、 機 械 学 習 、 実 証 試 験 実 施 の ３ ス テ ッ プ で 行 う 。  

2 ) 計 画 策 定  

 導 入 ス ケ ジ ュ ー ル 、 費 用 対 効 果 を 算 出 し た 計 画 を 策

定 し 、 経 営 層 の 承 認 を 得 る 必 要 が あ る 。 留 意 点 と し て 、

定 量 的 に 評 価 が 出 来 る よ う 、 ヘ ル プ デ ス ク の 利 用 率 と

削 減 時 間 を 測 定 す る 。 工 夫 点 と し て 、 人 数 を 限 定 し た

実 証 試 験 後 、 リ リ ー ス を 行 う 。  

3 ) 機 械 学 習  



選択科目 
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○受験番号，問題番号，答案使用枚数，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。

問題番号 Ⅱ―２－２ 

技術部門 

答案使用枚数 

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                     24 字×25字

サ ー ビ ス マ ネ ジ メ ン ト  

２ 枚目   ２ 枚中 

科目

経 営 工 学 部門

専門とする事項 化 学 プ ラ ン ト 建 設 の プ ロ ジ ェ ク ト

マ ネ ジ メ ン ト

 受験番号 

社 内 に あ る ヘ ル プ デ ス ク の デ ー タ を A I に 機 械 学 習

さ せ る 。 社 内 ク ロ ー ズ ド 環 境 で 行 い 、 デ ー タ の バ ッ ク

ア ッ プ お よ び 機 密 情 報 の 取 扱 い に 留 意 す る 。 工 夫 点 と

し て 、 プ レ ト レ ー ニ ン グ と フ ァ イ ナ ル チ ュ ー ニ ン グ の

ス テ ー ジ に 分 け て 行 う こ と で あ る 。  

4 ) 実 証 試 験 の 実 施  

 限 定 的 に リ リ ー ス し 、 実 証 試 験 を 行 う 。 留 意 点 と し

て 、 で き る だ け 多 く の 人 に 使 用 し て も ら い 、 良 い デ ー

タ も 悪 い デ ー タ も 多 く 取 る こ と で あ る 。 工 夫 点 は 、 実

証 試 験 中 も 段 階 的 に ア ッ プ デ ー ト し て い き 、 フ ィ ー ド

バ ッ ク も ら う こ と で 、 継 続 的 改 善 を 行 う こ と で あ る 。  

( 3 )  関 係 者 と の 調 整 方 策  

1 ) シ ス テ ム 部 門 と の 調 整  

 導 入 初 期 は 常 時 監 視 を 行 う こ と で 、 不 具 合 や エ ラ ー

に 対 応 し 、 機 密 情 報 が 含 ま れ て い な い こ と を 確 認 す る 。

機 械 学 習 や シ ス テ ム 作 成 の マ ニ ュ ア ル を 作 成 し 、 A I チ

ャ ッ ト ボ ッ ト の シ ス テ ム 思 想 の 属 人 化 を 防 ぐ 。 さ ら に 、

定 期 的 に メ ン テ ナ ン ス を 行 い 、 継 続 的 改 善 を 図 る 。  

2 ) ユ ー ザ と の 調 整  

 A I チ ャ ッ ト ボ ッ ト 導 入 の 背 景 や メ リ ッ ト を 理 解 し て

も ら う 。 シ ス テ ム 利 用 前 に 、 従 業 員 全 員 に A I に 関 す

る 最 低 限 の 知 識 を 身 に 着 け て も ら う べ く 、 E - ラ ー ニ ン

グ な ど の 教 育 を 行 う 。 A I の 回 答 は 、 す べ て が 正 し い わ

け で な く 、 バ イ ア ス を 含 む 場 合 や ハ レ ー シ ョ ン が あ る

こ と を 理 解 し て も ら う 。          以 上  





選択科目 

 

 

令和６年度技術士第二次試 

 

 

○受験番号，問題番号，答案使用枚数，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。

問題番号 Ⅲ―２ 

技術部門 

答案使用枚数 

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                     24 字×25字

サ ー ビ ス マ ネ ジ メ ン ト  

１ 枚目   ３ 枚中 

科目

経 営 工 学 部門

専門とする事項 化 学 プ ラ ン ト 建 設 の プ ロ ジ ェ ク ト

マ ネ ジ メ ン ト

 受験番号 

プ ロ ジ ェ ク ト に お け る コ ス ト マ ネ ジ メ ン ト 計 画  

( 1 )  業 務 遂 行 に お け る 課 題  

1 ) 設 計 品 質 の 確 保 ( Q の 観 点 か ら )  

  競 争 入 札 で は コ ス ト が 重 要 で あ る が 、 品 質 が 担 保 さ

れ て い る こ と が 前 提 と な る 。 熟 知 さ れ て い る 分 野 で あ

る た め 、 競 合 他 社 に 対 し 、 技 術 力 に 差 を 示 し た う え で 、

設 計 品 質 を 確 保 す る こ と が 課 題 と な る 。  

2 ) 見 積 の 低 コ ス ト 化 ( C の 観 点 か ら )  

  競 争 入 札 に 勝 つ た め に 、 見 積 コ ス ト を 下 げ る 必 要 が

あ る 。 一 方 で 、 プ ロ ジ ェ ク ト が 赤 字 に な っ て は 意 味 が

な い 。 す な わ ち 、 見 積 時 に 適 切 な 利 益 を 考 慮 し つ つ 、

見 積 を 低 コ ス ト 化 す る こ と が 課 題 と な る 。  

3 ) 納 期 の 遵 守 ( D の 観 点 か ら )  

 環 境 が 大 き く 変 化 し て い く 中 、 人 手 不 足 な ど も あ り 、

工 期 を 遵 守 す る こ と が 難 し く な っ て い る 。 工 期 遅 れ は

コ ス ト に 影 響 す る た め 、 プ ロ ジ ェ ク ト コ ン ト ロ ー ル を

し っ か り と 行 い 、 納 期 の 遵 守 が 課 題 と な る 。  

 ( 2 )  設 計 品 質 の 確 保 の 解 決 策  

1 ) 最 重 要 課 題 と 考 え た 理 由  

 設 計 品 質 が 担 保 さ れ れ ば 、 図 面 枚 数 や 工 事 物 量 が 正

確 に 算 出 で き 、 見 積 コ ス ト の 精 度 も 上 が る 。 さ ら に 工

程 の 精 度 が 上 が る た め 、 納 期 遵 守 に つ な が る 。 よ っ て 、

設 計 品 質 確 保 を 最 重 要 課 題 と 考 え た 。 以 下 に 、 そ の 解

決 策 を 示 す 。  

2 ) フ ロ ン ト ロ ー デ ィ ン グ の 導 入  



選択科目 

 

 

令和６年度技術士第二次試 

 

 

○受験番号，問題番号，答案使用枚数，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。

問題番号 Ⅲ―２ 

技術部門 

答案使用枚数 

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                     24 字×25字

サ ー ビ ス マ ネ ジ メ ン ト  

２ 枚目   ３ 枚中 

科目

経 営 工 学 部門

専門とする事項 化 学 プ ラ ン ト 建 設 の プ ロ ジ ェ ク ト

マ ネ ジ メ ン ト

 受験番号 

 設 計 段 階 で 行 え る こ と を 前 倒 し に し て 、 コ ス ト イ ン

パ ク ト が 大 き い 調 達 、 建 設 の 影 響 を 最 小 限 と す る 。 設

計 段 階 で 工 事 や 運 転 時 の レ ビ ュ ー を 行 い 、 早 期 に 反 映

さ せ る こ と で 、 設 計 品 質 を 向 上 さ せ る 。 設 計 起 因 に よ

る 工 事 中 の 追 加 変 更 が 減 少 し 、 低 コ ス ト 化 に つ な が る 。

 3 ) 情 報 共 通 基 盤 の 導 入  

 A u t o D e s k  B I M 3 6 0 等 の 最 新 ソ フ ト を 用 い て 、 コ ン カ

レ ン ト エ ン ジ ニ ア リ ン グ を 行 う 。 日 々 の 様 々 な 設 計 を

情 報 共 通 基 盤 で 行 う こ と で 、 作 業 の 俗 人 化 を 防 ぐ 。 さ

ら に 、 設 計 中 に 起 こ る デ ー タ の や り 取 り や 情 報 伝 達 の

人 的 ミ ス が 減 少 す る た め 、 設 計 品 質 の 向 上 に 繋 が る 。  

4 ) モ ジ ュ ー ル 工 法 の 導 入  

 一 般 的 な 現 地 組 み 立 て で な く 、 よ り 低 コ ス ト に 工 事

が 行 え る モ ジ ュ ー ル 工 法 を 提 案 す る 。 モ ジ ュ ー ル 組 立

て の 品 質 が 担 保 で き る よ う に 、 設 計 を 工 夫 す る 。 さ ら

に 、 弊 社 に て 実 績 が あ る 工 場 で 地 組 を 行 い 、 性 能 テ ス

ト ま で 行 っ て か ら 搬 出 す る 。 こ れ に よ り 、 工 場 と い う

環 境 の 良 い 中 作 業 が で き る の で 、 品 質 が 向 上 す る 。 さ

ら に 、 現 地 工 事 が 減 少 す る こ と で 、 低 コ ス ト 化 に 期 待

で き る 。  

( 3 )  新 た に 生 じ る リ ス ク と そ の 対 策  

1 ) セ キ ュ リ テ ィ リ ス ク  

 コ ス ト マ ネ ジ メ ン ト を 行 う 際 は 、 プ ロ ジ ェ ク ト の

W B S を 定 義 し 、 階 層 ご と に 管 理 す る た め 必 然 的 に デ ー

タ が 大 量 と な る 。 よ っ て 、 機 密 情 報 の 情 報 漏 洩 や 不 正
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○受験番号，問題番号，答案使用枚数，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。

問題番号 Ⅲ―２ 

技術部門 

答案使用枚数 

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                     24 字×25字

サ ー ビ ス マ ネ ジ メ ン ト  

３ 枚目   ３ 枚中 

科目

経 営 工 学 部門

専門とする事項 化 学 プ ラ ン ト 建 設 の プ ロ ジ ェ ク ト

マ ネ ジ メ ン ト

 受験番号 

ア ク セ ス な ど の セ キ ュ リ テ ィ リ ス ク が あ る 。  

2 ) そ の 対 策  

 多 量 の デ ー タ は 、 国 際 性 安 全 性 が 高 い ク ラ ウ ド サ ー

ビ ス を 利 用 し 、 フ ァ イ ヤ ー フ ォ ー ル や ウ ィ ル ス 対 策 ソ

フ ト に て プ ロ テ ク ト を 行 う 。 機 密 情 報 は 、 プ ラ イ ベ ー

ト ク ラ ウ ド を 用 い 、 専 用 端 末 を 使 用 し ユ ー ザ 2 段 階 認

証 を 経 て ア ク セ ス す る こ と で 不 正 ア ク セ ス を 防 止 す る 。

コ ス ト は W B S  ご と に 管 理 す る こ と で 、 管 理 が 容 易 と な

る 。 ア ク セ ル ロ グ や 情 報 追 跡 を 確 実 に モ ニ タ リ ン グ し 、

情 報 漏 洩 を 防 ぐ 。  

3 ) カ ン ト リ ー リ ス ク  

 プ ラ ン ト に 使 わ れ る 材 料 は 日 本 だ け で な く 、 様 々 は

国 か ら 輸 出 入 さ れ る た め 、 入 荷 で き な か っ た り 、 価 格

高 騰 と な っ た り す る リ ス ク が あ る 。  

4 ) そ の 対 策  

 特 注 品 を 除 い た 一 般 資 材 は 、 複 数 購 買 を 行 う こ と で

リ ス ク 分 散 す る 。 ま た 、 災 害 や 紛 争 な ど に よ っ て 生 じ

る 遅 れ や コ ス ト イ ン パ ク ト は 免 責 と な る よ う に 契 約 上

に 記 載 す る 。 こ れ に よ り 、 リ ス ク を 顧 客 へ 移 動 さ せ る

こ と が で き る 。  

 さ ら に 、 コ ン テ ン ジ ェ ン シ ー プ ラ ン を 用 意 し て お き 、

予 備 費 の 使 用 も 考 慮 し て お く 。 必 要 に 応 じ て 、 対 応 す

る こ と で 、 顧 客 の 期 待 通 り の 工 程 お よ び 設 計 品 質 を 遵

守 す る こ と が で き る 。  

                    以 上  
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